
1月は目の前から少し視野を広げる
と、乙女座のあなたの行動がよい結果
につながりそう。今年の前半は「自分
の強み」と向き合うことが、方向性
を定めるヒントになるでしょう。小さ
く始めて大きく育てる意識を。

双子座のかたの持ち味である軽やかさ
が徐々に生かされるでしょう。1月末か
ら調子がいいかも、と感じられるかも
しれませんが4月以降に本領発揮です。
頭が冴えて楽にタスクをこなせる日が
多くなりそう。広げすぎず着実に。

太陽双子座（5/20〜6/21生まれ）

牡羊座のあなたは1月までに今までの振
り返りを済ませて、精神的な基盤を整
えると◎。4月からは土星が牡羊座に。
はじめは「自分らしさ」に向き合う苦
しさもあるかもしれませんが、ここから
さらに良いものを生み出せるはずです。

太陽牡羊座（3/29〜4/19生まれ）

獅子座のかたは7月以降、12年に一度の
幸運な星回りとなります。ラッキーを
掴むための準備は万全ですか？1月以
降、3月までは進んだり戻ったりです
が、その後、カチッとパズルのピース
がはまったような瞬間がくるはずです。

太陽獅子座（7/23〜8/22生まれ） 太陽乙女座（8/23〜9/22生まれ）

牡牛座のあなたにとって、1月から冬の間
は準備の時。すぐに芽が出なくても畑を
耕す意味はあります。春以降は活動的
に。5月は特に思考と行動がスムーズに結
びつくでしょう。2026年前半に自分自身
のペースを確立して、夏以降に備えて。

太陽牡牛座（4/20〜5/20生まれ）

昨年から今年前半、もっともラッキーを
手にしやすいのは蟹座のあなたです。1
月は苦手なことを片付けて。6月までが
勝負、相手に働きかける積極的な姿勢が
鍵となり、力を得るムード。3月からは
特に喜びや恩恵を感じやすいでしょう。

太陽蟹座（6/22〜7/22生まれ）

星読める人事課のカンニングＲＯＯＭ
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はじめまして。星読める人事課顧問…もとい
西洋占星術士／ホロスコープ鑑定士のManaです。
このコラムでは、仕事への向き合い方やヒントを
占星術の星座(サイン)から読み解き
会社や家庭でのよりよい関わり方や働きがい
生きがいにつながる視点をお届けしていきます。 JFTA公認西洋占星術士

JAAMP公認ホロスコープ鑑定士

Mana

✦ 12星座別　☽⋆2026年前期(1〜6月)の運勢☽⋆ by Mana

9月23日から3月28日生まれのかたは
1月掲載後半のコラムにて解説を楽しみにお待ちください！

北九なび



■  法人向け
Aligned Star＊Consulting
アラインドスター＊コンサルティング
占星術 × 採用・人事・チームづくり
北九州／Web対応
 企業・団体向け鑑定・出張相談受付中

■  個人向け
親子・ママのための星読み ぴったり星＊
毎月開催：星読みランチ会・鑑定会
 スマホで読める「うちの子鑑定書」受付中

✦  星占いのタネ明かし｜占星術はどう読む？

ぴったり星＊ Mana
JFTA公認西洋占星術士 ／ JAAMP公認ホロスコープ鑑定士

北九州・下関で、ママとキッズの星読み
起業家向けコンサル講師活動を実施。
出生図から個性・強み・天職を丁寧に読み解きます。

北九なびに寄稿しています

✦  ホ ロ ス コ ー プ 鑑 定 の ご 案 内

占星術の鑑定では、ホロスコープ図という、星の位置を示すいわゆる星の地図を使っています。

天文暦表をもとにして
①太陽、月、水星、金星、火星、木星、土星、天王星、海王星、冥王星で成る10のメイン天体と

②天球上の太陽の通り道をあらわす黄道を12等分した星座(サイン)

そして
③天体とサインが力を発揮する領域をしめす、1〜12のハウスの配置がピタリと決まります。

①〜③それぞれの位置から、長く積み重ねられてきた知見をもとに、たとえば木星の位置では
「物事が大きくなりやすい」または土星であれば「壁や課題、制限を表す」…など各々の決まり
に則って読み解き、星座占いの根拠としています。（※先生によっては小惑星の影響を重要視する
考え方もあります）

ちなみに占星術で未来の運勢を占う時は、トランジット法と言う技法を使います。皆さん一人ひ
とりの持つ出生図(ネイタル法)が一重円であるのに対し、トランジット法は三重円を読み解きま
す。三重円では天体の数が増えるので読むのにはすこしコツがいりますが、一重円なら、星読み
をみなさんの生活に取り入れるスタートとして最適です。

ご自身の出生図ホロスコープでは、生まれ持った個性や性格強みや人生の課題を読み解くことが
できます。新しく何か始めたい方や、今のお仕事・生活がに悩みがあり、進みきれていないな…
と思われる方は、ぜひ一度、ぴったり星*のホロスコープ鑑定をご依頼くださいね。


